
秋恒例の沼田学童保育所のバザーが１４日、雨上りの十王公園

で開催され、たくさんの人が訪れました。
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 放射能から子ども達を守る沼田の会が

館において「福島を忘れないために

て丹治杉江さんの講演会を開催し、２２人が参加しました。

 丹治さんは講演の中で、子ども達の甲状腺がんは１２０人を

超えて発見され、外科手術が行

県は放射線被ばくが原因と認めていないことなどを明らかにし

ました。また、事故から４年半過ぎた今でも１０万人以上の人々

が避難生活を続けていること、避難指示解除された楢葉町でも

帰還者は４．３％で、簡単に帰還できる状態ではないこと、解

決のためには国が真剣に取り組む

した。さらに、事故の処理もできていないのに、原発再稼働は

絶対に容認できないこと、刈羽原発から１００ｋｍの沼田市も

真剣に向き合う必要があることなどを力説しました。

 沼田市議会 12 月定例会は、

月 7 日から始まる予定です。一般質問は

す。ぜひ傍聴にお出かけ下さい。

秋恒例の沼田学童保育所のバザーが１４日、雨上りの十王公園

たくさんの人が訪れました。 
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放射能から子ども達を守る沼田の会が 14 日、利根沼田文化会

を忘れないために～今の問題点から」と題し

て丹治杉江さんの講演会を開催し、２２人が参加しました。 

丹治さんは講演の中で、子ども達の甲状腺がんは１２０人を

超えて発見され、外科手術が行われていること、しかし、国や

放射線被ばくが原因と認めていないことなどを明らかにし

ました。また、事故から４年半過ぎた今でも１０万人以上の人々

が避難生活を続けていること、避難指示解除された楢葉町でも

単に帰還できる状態ではないこと、解

決のためには国が真剣に取り組む必要があることなどを訴えま

した。さらに、事故の処理もできていないのに、原発再稼働は

絶対に容認できないこと、刈羽原発から１００ｋｍの沼田市も

真剣に向き合う必要があることなどを力説しました。 

月定例会は、11 月 30 日に召集告示され、12

日から始まる予定です。一般質問は 9 日ころからの予定で

す。ぜひ傍聴にお出かけ下さい。 

食券売り場には長い列ができました 

目標３ 

「若い世代の結婚・出産・子育て

の希望をかなえる」 
【子育て世代をターゲットに環境整

備を図る】 

目標４ 

「時代に合った地域をつくり、安

心なくらしを守るとともに地域

と地域を連携する」 
【子育て世代及び壮年・高齢市外在住

者をターゲットに環境整備を図る】

前号に引き続き市の総合戦略の基本目標

社会福祉法人熊の子会・熊の子保育園・保

護者会は１８日、市役所を訪問し、横山市長に

子ども・子育て支援新制度

保育制度への支援は後退させないよう、また、

諸施策についても一層充実させるよう

を提出し、懇談しました。

 利根沼田生活と健康を守る会、利根沼田社会保障推進協議会、利根

沼田保健生活協同組合が共同で「反貧困ネット『

行委員会」（穂刈清一実行委員長）

において「炊き出し＆なんでも相談会」を開催し、相談者・ボランテ

ィアなど２４人が参加しました。

保育士・保護者のみなさんと

あいさつする横山市長 

て

環境整

《基本的方向》 
〇安心して結婚できる安定した雇用

を創出し、子どもを産み、育てられ

る環境づくりを推進 
〇教育の充実により子育て世代の転

出抑制、転入促進を図る 

安

地域

高齢市外在住

】 

《基本的方向》 
〇中心市街地の都市機能の維持充実 
〇市内各地域の都市機能適正配置 
〇住宅ストックを活用した移住推進、

市内転居しやすい環境づくり 

基本目標・基本的方向を紹介します。 

社会福祉法人熊の子会・熊の子保育園・保

護者会は１８日、市役所を訪問し、横山市長に

子ども・子育て支援新制度施行後についても

保育制度への支援は後退させないよう、また、

についても一層充実させるよう陳情書

を提出し、懇談しました。 

利根沼田生活と健康を守る会、利根沼田社会保障推進協議会、利根

「反貧困ネット『なんでも相談会』実

（穂刈清一実行委員長）を結成し、１５日に東原新町会館

において「炊き出し＆なんでも相談会」を開催し、相談者・ボランテ

ィアなど２４人が参加しました。 


